
給 水 装 置 工 事 施 行 基 準 新 旧 対 照 表 （ 案 ）
改 正 （案） 現 行

１．６ 量水器 ２．６ 量水器

１ 量水器 １ 量水器

) 原則として、配水管等からの給水管分岐部に最も近接した宅地内で、道路と宅地の境界 ) 原則として、配水管等からの給水管分岐部に最も近接した宅地内で、道路と宅地の境界1 1

線から２．０ｍ以内に設置すること。 線から２．０ｍ以内に設置すること。

) 設置位置が確認でき、点検及び交換等が容易に行うことができる場所に設置すること。 ) 設置位置が確認でき、点検及び交換等が容易に行うことができる場所に設置すること。2 2
) 凍結、外傷、衝撃等による損傷又は異常を生じるおそれのない場所に設置すること。 ) 凍結、外傷、衝撃等による損傷又は異常を生じるおそれのない場所に設置すること。3 3

) 台所、便所、物置等の周辺あるいは家屋の裏側は避け、汚水等が入り難い乾燥した場所 ) 台所、便所、物置等の周辺あるいは家屋の裏側は避け、汚水等が入り難い乾燥した場所4 4
に設置すること。 に設置すること。

) 地中に設置する場合は、量水器筐又は同室内に設置すること。 ) 地中に設置する場合は、量水器筐又は同室内に設置すること。5 5
) 量水器を建築物内に設置する場合は、凍結防止、交換作業スペースの確保、取付高につ ) 量水器を建築物内に設置する場合は、凍結防止、交換作業スペースの確保、取付高につ6 6

いて考慮すること。 いて考慮すること。

) 給水用具より低い位置に設置すること。 ) 給水用具より低い位置に設置すること。7 7

) 受水槽以下装置で各戸検針を行う場合は、給水装置の量水器（親メーター）を設置しな ) 受水槽以下装置で各戸検針を行う場合は、給水装置の量水器（親メーター）を設置しな8 8

いことができる ） いことができる ）。 。

量水器筐又は同室 量水器筐又は同室２ ２

量水器筐又は同室の形状は、次の表のとおりとする。 量水器筐又は同室の形状は、次の表のとおりとする。

表 口径 以下の量水器の量水器筐の形状 表 口径 以下の量水器の量水器筐の形状2. 6. 1 40mm 2. 6. 1 40mm

量水器 量水器筐の材質・形状 量水器 量水器筐の材質・形状

樹 脂 製 ＦＲＰ製 逆止弁を同一筐内に設置する場合 樹 脂 製 ＦＲＰ製 逆止弁を同一筐内に設置する場合鋳 鉄 製 鋳 鉄 製

口 径 特大 超特大 口 径 特大 超特大特大 特大 大 大 特大 大
T=6

樹脂製 特 大 を使用すること。 樹脂製 特 大 を使用すること。13mm 13mm○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

樹脂製 特 大 を使用すること。 樹脂製 特 大 を使用すること。20mm 20mm○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製 超特大 を使用すること。 製 超特大 を使用すること。25mm FRP 25mm FRP○ ○ ○ ○ ○

○ ○40mm 40mm

注）○のあるものを使用すること。 注）○のあるものを使用すること。
量水器の設置する場所は、外傷、衝撃等による損傷又は異常を生じるおそれのない場所に

、 、設置しなければならないが やむを得ず車両が載るなど荷重のかかる場所に設置する場合は

鋳鉄製 を使用すること。T-6
なお、各種メータユニットについては 「集合住宅等におけるメータユニットの、

取扱い」による。

表 口径 以上口径 以下の量水器の 表 口径 以上口径 以下の量水器の2. 6. 2 50mm 150mm 2. 6. 2 50mm 150mm
量水器室（大型メーターユニット）の形状 （単位： ） 量水器室（大型メーターユニット）の形状 （単位： ）mm mm

量水器室（大型メーターユニット） 鉄 蓋 量水器室（大型メーターユニット） 鉄 蓋

量 水 器 口 径 各 部 共 通 上 部 中 部 下 部 量 水 器 口 径 各 部 共 通 上 部 中 部 下 部 Ｌ Ｗ ＨＬ Ｗ Ｈ Ｌ Ｗ ＨＬ Ｗ Ｈ

50mm 75mm 850 580 540 - 300 844 574 100 50mm 75mm 850 580 540 - 300 844 574 100､ ､

100mm 150mm 1200 650 400 375 300 1194 644 100 100mm 150mm 1200 650 400 375 300 1194 644 100､ ､
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